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肇虚　心　観
岡田三面子
　　　（玉）私刑の制裁（寓本、北越公用記録、仕置之例）
　　　　　　　　　　　　　　　ころさせ　　　 とがめ　　　火を附候者不訴出内謹にて爲殺候者答之事
　　　　　　　　　　　下総國新石下村名主孫左衛門
延享二丑年（西1745年）二月御仕置例
ひとつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひつけ　　ぬすみいたし一此孫左衛門儀村内に居候道心者火附度々致盗候悪蕪者に相決
　　　　　　　　　　　　　　　　　　つとめながら　候得共村方より捕出候節孫左衛門名主役乍勤地頭へも不申立
　　　　　　　　さしづいたし　　　　　　　　　　　　しかた　　　　　　　　　ところほらひじ　川へ打込殺候檬致差圖候段不行屈之仕形に御座候問所沸（刑
　名）可申付哉と相伺其通被仰渡候
　　　（2）竃當防衛？　部時復讐れ出所同書）
　　　　　非人法外之慮外致候節打殺候者答之事
延享元子年（西1744年）十月御仕置例
　　　　　　　　　　　　　上州青梨村百姓重左衛門
　此重左衛門儀同國金子村非人長助畏八物貰ひに参り候所施物
　　　　　これをまふし　等不足之由申之ねだり候上女房を打郷いたし重左衛門へも打
　　　　　ありあはせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あひはて　まつたく　懸り候故有合候棒を以判彿候所長助頭に當り相果候全打殺候
　　　　　　　　　　あた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これをまふし　心底には無之候得共當り所悪敷帥死仕候と存候由申之長助儀
　不屈之致方に付被打殺候問重左衛門は御構有之間敷哉と相伺
　其通り被　仰渡候
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　　　（3）蔀時復讐にして有罪と認めたるか（出所同書）
　　　　　　　　　　　　とりあつかひことすまし　　　　人を殺候時金子を以取扱事漕候者御仕置之事
延享元子年（西1744年）十月御仕置例
　　　　　　　　　　　　　上州青梨村名．圭重左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　五人組i欠郎兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　同　　　市左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　同　　　幸　　　　八
ひとつ一一右之者共儀同村重左衛門儀金子村非入打殺候箇妻子迄も可致
　　　　　　　　　　　　　　　ないたんにおよぴ　難澁段氣之毒に存金子村の役入共及内談右の者共人殺を金子
　を以取扱候段非人之儀には候得共人殺を金子を以取扱筋無之
　　　　　　　　　　　　　これにょつて　←一字難讃〉不屈之至に御座候依之一人に付過料鏡三貫文宛可
　申付哉と相伺其通被　仰渡候
　　　　　　　　　　（4）今な1ら嫁無罪
　　せがれとりにゆ　　　　　　　　かぐれをり　　ぞんじながら　ちん　　　伜取逸（拐帯）致慮居候を乍存相陳じ候親御仕置之事
寛保二丑（戊の誤）年（西1742年〉十二月御仕置例
　　　　　　　　　　　　　武州葛浦村百姓儀左衛門
ひとつ一此儀左衛門儀伜彌七本所松江町庄三郎方にて致取過候て爾度
　迄儀左衛門方へ滲う候節逗留迄爲致居所を乍存行衛不相知と
　　　　　　　し　き　ぜ　　　　　　　　　　にせもの　陳じ其上彌七仕着施候品吟味之節似物差串し候仕方不将に付
　遠島可申付哉と相伺
御差圖
　　中追放（出所、同書）
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○此の事件を明治の代と成つてから、奮刑法に照せぱ
　第百五十一條　犯罪人ヌ，ば逃走の囚徒及び監親に付ぜられ†ころ者なろことを知
　　て之を藏匿し若くは隠進せしめテころ者は十一日以上一年以下の輕禁鋼に庭し
　　二圓以上二十圓以下の罰金を附加す
　　若し重罪の刑に虞せられテこる囚徒に係る時は一等を加ふ
　第百五十二條　飽人の罪を菟れしめんことを圖り其罪護と戊ろ可き物件を隠蔽
　　しナころ者は十一日以上六月以下の輕禁鋼に虜し二圓以上二十圓以下の罰金を
　　附加ず
　第百五十三條　前二條の罪を犯しヲころ者犯人の親囑に係ろ時は其罪を論ゼす
○現行刑法にても同様なること次の如し。
　第百三條　罰金以上の刑に該ろ罪を犯しプころ者叉ば拘禁中逃走しテこる者を藏匿
　　し叉ば隠避せしめ☆ろ者ば二年以下の懲役ヌ・ば二百圓以下の罰金に慮す
　第百四條他人の刑事被告事件に關する詮葱を種滅し叉は篤造憂造し若くは傭
　　造憂造の澄憲を使用したろ者は二年以下の懲役叉は二百圓以下の罰金に塵す
　第百五條　本章の罪は犯人叉ば逃走者の親族にして犯人叉は逃走者の利盆の爲
　　めに犯し☆るときは之を罰ぜす
○斯く明治の奮新刑法が、共に親族相膿を罪に非すと定めたの
は、論語子路第十三にある、葉公に告げた孔子の語と其の趣旨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つを同うする、同編にr葉公（楚の賢入）孔子に語げて曰く、吾が
ともがら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬす窯に直躬といふ者あり、其の父羊を擬み、而して子之を謹す
　　　　　　　　　　　なほさ、孔子日く、吾が蕪の直き者は是に異り、父は子の爲めに謄
し、子は父の爲めに慮す、直きこと其の中に在り』と。
　儒道の行はれた寛保時代に、前掲の事件に於ける親を、何故
に罰したであらうか、若し子が親の爲めに隠したのであつたら、
さもあるまいが、親が子の爲めに慮すのは、官憲を蔑如するも
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のと認めたのであらう。
　　　　　　　　働　狂者の庭分　（出所同書♪
　　　甲　露し心にて番人を切殺候者答之事
延享元子年（西葺44年）八月御仕置例
　　　　　　　　　　　相州相森椿帖衛門養子彌五郎
ひとつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めしっかひ一此彌五郎儀観心致し同國竹森村外記召仕三助中里村善兵衛爾
　人切殺候庭善兵衛親類之者下手人相願（殺人犯トシテノ告訴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まぎれなぐ　提起）三助親類は下手入相願不申に付露L心に無紛候へ共彌五
　郎下手入可申付候哉と相伺
御差圖
　らんしんいたし
　致露L心帥時に入殺候節は相手下手入被仰付候是は喧嘩に入を
　殺候節は下手入可遁ため露L心の膿に成候者も親類相手下手人
　之儀願候は努願之通被仰付候此度之儀は民部太輔御領所百姓
　飢心二入切害致し候庭親類共は下手入御菟願出し今壷人之親
　類は其儀無之口論之上人殺致謹擁有之候はy可申出事に候被
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いはれなきこと　殺候者之親類共も観心と乍存存念残り候て申候一向無謂事に
　候間能々了簡いたし可申出旨可申聞候事
　右御書付之趣を以三助親類共へ猶又相尋候塵再吟味にて得心
　仕全箆L心に無紛候上は下手人相願候所存無之旨申之候問彌五
　郎儀親類共に預押込置候様可申付哉と相伺其通被　仰渡候
　　　乙　鐵L心之上親へ疵付候者御仕置之事
延亨二丑年（西1745年）六月御仕置例
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　　　　　　　　　　　　　　紳田剛胴叉右衛門
ひとつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 プイそろしくぞんじ
一此叉右衛門儀爾親の顔馬に相見へ怖敷存疵付候旨申之霞し心
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　o
　無紛候得共爾親へ切付候段不将に候問死罪に可申付哉然共爾
　○　○　○　○　0　0　0　0　0　Q　O　O　O　O
　親拉親類等之者も叉右衛門露L心無紛に爾親手疵李癒仕候問叉
　右衛門助命之儀度々相願候故押込置候様可申付哉と相伺
御差圖
　　死罪
　　O　o
　　　丙　飢心にて火を附候者御仕置之事
　　　　　　　　　　　　甲州花田村　金右衛門娘　　老　　っ
　　　　　　　　　らんしんいたし　此こつ儀五年以前致露L心本性に相成甲府御勤番佐々井仁右衛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ　　と　門方に勤居候庭火事有之候得ぱ人々騒候を不斗面自存夜中木
　　　　　　っごみ　　　　　　　　　　　　　 ひさしヨ　よしカンき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みゆるたび　綿切に火を包仁右衛門居宅庇並葭垣等へ四度迄挾み置煙見度
　　　　　　　　　しらせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 まったぐぬすみ
　に主入井傍輩共へ爲知候然共燃付候程之事にば無之全盗色
　欲之筋叉は家内へ遺恨を含み候儀にも無之狂氣無紛候由甲府
　御勤番支配より相伺
御差圖
　　　　　　　　　　　　　とがめさしゆるし　當分牢内に差置親金右衛門答差免候、ヒ金右衛門井彦兵衛へ
　相渡し置押込候様可申付旨被　仰渡候
　　　　　　　　⑥　女房の手打　（出所同所）
　　　　女房法外之儀有之候に付切殺候者御仕置之事
　　　　　　　　　　　　下総國西親野井村百姓藤兵衛
　此藤兵衛儀女房いち短慮者にて、藤兵衛へ封し度々致悪口候
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　　　　　　　　　　　　　　　セヤでちゆうじきたべ　事共多く有之候藤兵衛儀稻刈に出中飯給に錨り候庭不将之由
　いち致悪口候に付藤兵衛叱り候庭口惜く候はy切殺候様いち
　これをまふし　申之居直り候問残念に存脇差取出しいち切殺藤兵衛自害仕
　候所仕損し候然る庭いち母動親類共藤兵衛助命之儀相願候得
　共いち口答致し候共致方も可有之庭切殺候段不届に付下手人
　可申付哉と相伺
御差圖
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かまひ　いち夫に封し法外之事共にて切殺候儀に候問下手人に不及構
　無之旨可申渡事
　　　　　　　　、7）無過失致死　（出所同書〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬけおち　　　　　山稼に罷出候節脊負候松之木抜落中腹
　　　　　に居候者へ當り候節相手御仕置之事
　　　　　　　　但州生野澤山田町勘兵衛召仕　想兵衛
　　　　　　　　　　　　　　つまづ　　　　　おひなは　此惣兵衛儀松木脊負峯下煽渓節蹟き倒れ負縄切れ松之木抜落
　候庭山之中腹に薪取罷在候自口町仁兵衛女房さんへ右之松之
　木不慮に相當今外に不念（不注意の謂1之筋は不相聞候共さん
　　　　　　　　　ところはらひ　相果候上は惣兵衛所沸（刑名）可申付哉と相伺
御差圖
　右之者松之木脊負峯通り候節藪き倒れ負縄切れ松之木抜落山
　之中腹に罷在候仁兵衛女房さんに相當り相果候迄は二町程も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q　O　　 　ぷねん 　 　　 　　 　　 　かまひなき　有之一向無念（不注意）無之に付無構（無罪）旨可申渡事
　　　　　　　　　　　　　みやうがえい　　　　　　　　　　　（8）冥加永
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　みやうがせん　冥加銭と云へぱ、大概の人は、信者が寺へ納める鏡であるこ
　　　　　　　　のやフがえいとを知つて居るが、冥加永と云ふのが何であるかは、知ら露人
　　　　　　　　　　　　　　　　　ラんじやうが多い、其の冥加永と云ふのは、幕政時代の蓮上の一種で、爾
者の異同及び例は次の如くである（地方凡例録五上〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きつと　上略蓮上と云ふも、冥加永と云ふも、同様たりと雛も、急度締
bたるものを運上と、唱へ、叉上へ願ひたること故、冥加の爲め
に、米金何程上納仕るべくなど申類は、冥加永と唱へ、少しの
意味は違ふと錐も、一髄は同様にて、何れに唱へても苦しから
ざることなり下略（其の例三つ）
　一　醤油屋冥加永
是は造り醤油屋よ弧冥加永を納るなり、尤も所により運上冥
加金等の無もあ弧醤油屋は屹度したる株と云ふも無けれども、
　あきなひ伸問商に付新規に始むるには、其所の仲問へ談じ願ひ出ると
　　　　　　　さしさはきは、吟味の上、差障り無けれぱ差許すことなり。
　二質屋冥加永
質屋は株式ありて、仲問に行事等を立置けども、其以前は冥加
永蓮上の類は無かぢし庭、近摩府内に蓮上始弧國々にても運
上冥加永を納る庭もあ弧叉運上もなく行事もなく、勝手次第
に質を取る所もあり、在々村方等の小質屋は、願等もなく、勿
論冥加永等の沙汰もなく、勝手次第の所多くあり、依ては、前
々より其所の仕来りは格別、尤もなき町場等の質商責は、願等
には及シまざることなり。
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　三　族籠屋冥加永
是は五海道（東海道、中山道、甲州海道、圓光海道、水戸海道〉
　　　　えきぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　めしもり其外脇往還騨場族籠屋等は、古來より飯盛女を差置く、之は願
の上、一軒に付飯盛女二人づ、免除ありし故に、冥加永を納め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゆくぽることに成たり、費女と云は容易に成難きことなれども、騨場
　　　　　　　つなつきは申すに及ばす、舟着の所には、費女に似せたること多くある
　　　　　　　　　かみ故、天明八申（西1788）年官より國中を改め、七十年在來せし分
は格別其外は嚴止仰出され、私領方にても能々吟味を途ぐ、叉
しゆぐほ
騒揚飯盛女は府内に於ても上納屋敷に准する故か、宿場にても
飯盛女を置かざる族籠屋もあ弧是等は冥加永等もなし。
　　　　　　　　　るぎい　　　　　　　　（9）流罪に關する川柳
1　白浪は波濤を越えて島へ遣り
2魚も裂き木も樵り候と島の文
　　　　つかれ3　硫黄堀疲勢にあはれ御赦の夢
4　恐れ多くも御遠忌を島で待ち
5島々の人別の減る御恐悦
6返り字は流罪の身にも有難し
　ゆる7赦し文干物裂く手で伏し拝み
　　　　ひたひ　　　　　む8蠣殼で額摺り剥く赦免状
9踏み慣れし岩につまづく赦冤状
10御赦苑の身と成り島の景を碁め
　　　　　うどんゆ11鳳も出よ優曇華も険け御赦の日
柳樽　　編　　丁
　　一・二六、四六裏
　　一・六三、二二表
　　一五二、二四表
　　一二六、四七表
　　　七七、一・五表
　｛　一〇五、三七表
　　一二三、六二表
　　一一四、四〇表
　　　一四九、四裏
　　一五四、二四表
　　一〇五、二〇表
　　一・玉○、一〇表
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　　　　ほ　い12赦免状本意なく塚へ聞かせけり
13二三里は千鳥も邊る赦菟状
盟優曇華の土産椎の實島干物
蔦御仁政島の女房が後家に成り
16流す八丈藍島を喰つた罪
17初暦赦免状ほど四十三
一四四、二六表
　一五三、七表
一五四、二．一・表
　一五四、三表
　一五一、九表
一六四、二四裏
註1盗賊を白浪と欝へるので、波濤と島とに結び附ける句作、
2、3流罪の囚人の作業として、伐材や硫黄探集をしたのである
　　　　　　　あちしが、八丈島では盛に鰺の干物を作り、それが島干物と云つて、
一っの名物であつた、4將軍家遠組の年同などには赦の行はれ
る例が多い、5叉慶事の爲め赦が行はれ、島の人口の減するの
は目出度い、6返ると云ふ辮が縁起が好い、7訪述島干物、9
乃至10赦に逢ふた囚徒の嬉しさの實況．11及14優曇華梵語
Udumbara音諜優曇鉢羅、意鐸露瑞華又は露慮華、三千年に一
度金輪王世に出づる時嘆く花、稀有の好機叉は慶事の意、12折
角赦に逢ひたるも翫に物故して居たので、塚の前で讃み聞かせ
る、13故山に向ふ舩を千、鳥が飛びつ》邊る、14椎の實も八丈
の名物、15流罪の囚は島の女を婆ることを許されて居た、16
藍縞の松魚に高い債を彿つて、八丈の小袖などが質屋で流しも
のに成つた、17厄年が無事に濟んで四十二の翌年四十三で見
る初暦は、流罪人に取つての赦菟状ほど嬉しい。
　　　　　　　（10）古の博士其の他
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學校の官は、大寳令の條に見えたる外、紳轟五年七月（西728
年）律學博士二員（天李二二年三月、西730年、正七位下の官と
す）直講三員（同上）、交章博士一員（同上弘化十二年二月、西
8瓢年、改めて從五位下の官とす）を置く（令集解）。
　按するに、績日本紀に、大寳元年（西701年〉八月、明法博士
　を六道に遣して、新令を講ぜしむとあ弧然れども此官大寳
　令に見えす（蓋し大學博士の兼業としたるものならん）、紳鐘、
　に至りて、律學博士と稗す（上文に墨げたるが如し）、然れど
　も生徒は猶明法生と稗せり、爾後明法博士と改稔せる年月詳
　　　　　Q　Q　O
　ならす、又文章博士は、既に養老五年（西721年）の紀に見え
　たれど、創置の年紀詳ならす。
大同三年（西808年）二月、直講一員を割きて紀傳博士を置く、
其官位直講に同じ、承和元年（西834年）四月、腰して文章博士
一員を加ふ（三代格、類聚國史）。
　按するに、當時文章博士にして、紀傳の業をも粂ねて敏授し．
　たる故に、其博士は屡せられしなり、文章博士は、弘仁に官
　位の相當を昇せられ、專ら歴史文章の有用の學に從事したれ一
　ぱ、此官より昇りて、内記、式部大少輔より、辮官参議に進
　みし入もありしなり。
右博士に就きて學ぶ徒に、明法生、文章生、紀傳生等の號あり、
其成業せし者を、得業生と構せり、又延喜（西901一）の大學
式に、漢語師、漢語生あう、’侮れの時に置かれたるにか、詳な
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らす。
大學寮に、叉大學別當あ弧其始詳ならす、延暦四年（西七八五
年）、和氣廣世（清廣呂子）を以て補せらるることの見えたれぱ、
當時既に此官あ弧此は大學頭の上にありて、學事を総轄する
者なるが故に、中古、親王大臣納言の中より、之に補せ帆（小
中村博士著、官欄沼革略史巻二第三十六〉。
　　　（11）司法省伺（明治四年七月郎映）（三権分立關係）
今般弾正刑部を塵せられ註、強正墓は明治二年五月二十二日、
刑部省は同年七月八日設置）新に司法省を設けさせられ候に付
ては將來の規模奉伺度方今各國政艦略取調候に西洋諸國大同小
異ありと錐も開化の國は大要其大権を三分にし太政議事司法と
定め全國各地方の名賢議事堂に集て闊園普通の紀律を制作し司
法其紀律を受け之を執持し上下の非違を料劾し訴訟孚闘の是非
得矢を裁判し大政部は其断を受て之を實事に施行す三部互に相
監し相制し猫断撞制の事行はれざるを以て全國を維持振作する
の基本となす本邦支那の古制は大略令式六典記載する所の如く
國政入事固より西洋と異同も有之只管西洋の政艦に徹せられ候
儀も有之問敷然共畢寛開化進歩の目的を定めさせられ候上は分
樺相制して檀制の害なく維持振作の方法御酎酌遊され司法將來
の大規模立させられ候儀とは奉察候共御主意の次第伺居不申候
ては省務の章程相立兼候問此段奉伺候也
　御附紙
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歓洲各國之政鱈により進歩之目的を以可取調事
　　　　　　（12）西洋上古の巫娼類似の風俗
　巫女が費笑をしたことは、我が國でもよほど古く、或は神代
に既に其の例が存つたらしいが、それと何等かの聯絡がありは
せ露かと思はるる、西洋上古の風俗に、次の如き史實がある。
　西亜細亜のB曲ylonでは、貴賎を問はすあらゆる婦女は、必
雷一生に一度は、女紳皿yl批乱の紳殿にて、未知の男子に身を
委すべき義務を負はされ、また一面にH挑mmur乱biは法典にも
規定せる如く、神殿に奉仕する巫女は一生結婚を禁ぜらるるも、
其の代りに殿堂に於て、異性に身を許すべき義務を負はされた
ものである、これは要するに、愛の女紳皿yli七taに奉仕する具
禮的標徴として、婦女に負はされた義務である、Eerodo七及び
sもr葡oの記せし所に擦るに、紳殿に多く集まつた女の中より、
そこを通ゆかかる異國人は、自己の氣に入つた相手を選んで其
の時に銀貨を投げつけr私はお雨を愛することを、女紳皿yl批泓
に希ふ』と呼ぶ、其の銀貨を、どんな小さなものであつても、
女はそれを拒むことは出來ない、投げつけられた銀貨を、紳聖
なものとせられて居るからである、女は最初に銀貨を投げつけ
た男のあとに随いて行き、杜の外で同裳しなければならない、
斯くして女紳Mylittaに封する義務を果たすと、始めて家に離
ることが許される。それ故美貌好姿の女は直ぐに蹄家すること
が出來ても、醜い女は動もすれぱ、二三年間も義務を果たす機
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會を得られないで、紳殿の中に留め置かれる、男の投げた銀貨
は、女瀞のものとて紳殿の財産となるが、併し女を其の爲に、
如何なる男子にも肉を責らねばならぬこと、また男子の自由に
女を選揮し得ることは、全く職業的賞笑と軋を一にして居る、
此の様なBabylonの風俗はPhoenici乱，Amenia及び他の小亜
細亜地方にも獲がり、次で埃及に移転それから希臓にも普及
した、希臓では女紳Ap｝1roditeの紳殿に、妙齢の女子を捧げて
異性に身を委せしめ、Corintheに於ける神殿の如きは、千人以
上の宗敢的費笑を算するに至つた、（田中香涯氏著、鍵態風俗の
研究。本書は此の類の有盆で面自い記事に富んで居る）。
　　（13）摩耶夫人と佛と夢の内に御封面の事
　　　　　　附、世界十定の掟御読法の事
　かやうに（病の爲め）悶々悲しみて、轄寝居らせ給ひしが、不
思議の夢の姿あ弧過ぎにし夢に見え給ひし佛、光を放ち給ひ、
さんごの乳房を掻き分けて、出でさせ給ひて、たちまちに三十
　　　　　　　　　　　　　　ま二相の御姿、玉をのべたる御見と、眼の前に現し給ひ、妙なる
　　　　　　　　　　　　　みたい御聲をあらはしてrいかにとよ母御毫、御身の苦みまします故
まろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てん　まはじゅん丸を恨み給ふ事、御ことはりとは思へ共、天魔破旬とのたまひ
しは、恨めしき御事かな、過ぎにし年の彌生にや、ゆめ永く約
束申す御事を忘れ給ふか、豊束なや、思ふこと云はじとすれぱ、
　　　　　　　　　　　　　しゆじやう君が爲め心を破るに似たるべし、衆生の願を見てん爲め、正畳
　　まろする丸なれぱ、ましてや申さん母御墓の御心をいかで破るべし、
■も 虚 心 観
事の子細をねんごろに物語り申すべし、矢ひ給ふ事なかれ・戒
　　　　　　　　　　　　　　ぐて　ごうめ深き事なりけり、一時の曝患に、倶低劫（倶低は千萬の謂）の
善根をやきつる事疑なし、其の上天地に三つの喜びあb、もろ
々々の生を受くるに、人と生るる事、一つ、入と生るる其の中
に、よろづ道理を知る身となる事、二れ一つ、道理を知る身の
中にして、よく至る事、これ一つ、これを三つの生れと云ふ、
それのみならす、世界に十定の掟あり。
　其の身貴くして、賎しきを捨つる事勿れ
　　　あきら　其の身明かにして、暗きを捨つる事勿れ
　其の身智至つて、愚なるを捨つる事勿れ
　　　　　　じゆ　其の身善道を修するに、悪人を損なふ事勿れ
　　　　　　　まづ　其の身富みて・貧しきを捨つる事勿れ
　　　さか　其の身盛つて、衰ふるを捨つる事勿れ
　其の身おさまつて、かなはざるを捨つる事勿れ
　　　まこと　　　　　　　いつは　其の身實ありて、偽りを捨つる事勿れ
　　　まどか　其の身圓にして、敏けたるを捨つる事勿れ
　因果の因縁を知つて、外を恨むる事勿れ
　これ皆世界の掟にて候なり、これを國土の十ゐんと申すなり、
かかる事を知らすして、ほしいままなる心こそ、入非人と申す
なれ、愼しても愼み給へ』（繹迦八相物語第三、三）
　　　　　　　　（14）偏妓阿登和乃碑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　と　わ　元隷の昔、長崎丸山の妓縷筑後屋の抱へに、阿登和と云ふ遊
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　　　　　なじみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かぴんとく女があつた、馴染を重ねて二世を契つた何憂徳と云ふ唐人が、
不圖した商費の手違に苦しみぬいた上げ句の果、遽に國禁を犯
して贋金を造り、事現はれ，て斬罪に庭せられた、これを知つた
おとわは、身も世もあらせす歎き悲み、或る夜窃に廓を抜け出
し、草木も眠る丑満時に、雷ケ岡なる刑揚へ怨び寄り、星の明
りにそれと知るや、攣り果てたる曼徳の晒首を奪ひ、ヒシとば
かりに抱き擁へて、しぱしが程は泣き悲んで居たが、かねて畳
悟のこと、て、其の場で自ら喉を掻切つて相果てた。今長崎の
　　　　ぴんとこ奮茂木街道曼徳坂の片ほとりに、裡俗傾城塚と辮する一基の碑
があつて、侶妓阿登和乃碑、と筆太に刻まれ、其の文に日ふ。
　登倭者長崎丸山筑後屋之侶妓也、自幼頴悟才色縄人、毎有
　遊冶者皆無不以實相接焉、明商憂徳者來寓長崎、一夜登此
　縷招致登倭交歓終夜、抗麗不蕾、後属相見途爲僧老同穴之
　契云、曼徳後犯國禁被刑、登倭悲泣號巽將死叉生翫而自奮
　日、妾誓與郎死生、無他殉郎干以下夷、被刑之日乞其首干
　官葬之小島郷中、亦自伏匁而殉之、時元隷三年某日也、地
　有曼徳坂、蓋因之名云、鳴呼登倭貞操節義誠有足藏動入者
　比之背君降敵不義無道遺恥干千載者、量菅宵壊哉、古入不
　言乎、、忠臣不仕二君、烈女不事二夫、如登倭者其庶幾乎。
　此の碑を明治二十年三月十五日に建てる旨が記してある、と
」Pたる以て瞑す可きである。
　一読には、曼徳の懸の敵に長崎の代官某と云ふがあつて、爾
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人の間に鞘當が演ぜられた、折柄贋金使ひの一件が起り、容易
に犯人が判ら組ところから、代官は之を曼徳の仕業なりと主張
して斬罪に庭した、斯くて代官は最早敵と成る者もなく、とわ
　もとの許へと通つた或る夜の事、とわは隙を伺つて渠を刺殺し、其
の場を去らす己も自匁したとせられて居る　（本山桂川氏著長崎
丸山噺）
　　　　　　　　　　（15）戊辰の役
　今より丁度六十年の昔、明治元戊辰（西1868年）の役の、や
がて李定せられんとする際、仙毫と庄内とから差出した謝罪状
が、同年冬十月の太政官日誌に載つて居る、其の全文次の如し。
　○仙墓謝罪状爲
臣慶邦恐怪頓首泣血奉歎願候今般會津御征討之砺名分順逆ヲ誤
　　でききり於出先家來共抗　官軍奉　（櫛の誤）
震襟候段恐催至極臣父子之名分不相泣先非悔僕今更何共申上様
無御座候臣乍不肯モ素ヨリ抗敵
朝廷候存意毛頭無御座候得共全遠境隔絶之僻土に罷在春來天下
事情形勢モー々承知不仕恐多モ厚
叡慮之旨具二不奉伺途二兼テ指揮不屑ヨリノ駈置ニテ如何ニモ
重々奉恐入候次第二付此上ハ本城罷在候モ甚奉恐入候問速二城
外退居謹愼恭順出張之隊長滲謀臣嚴敷謹愼申付奉仰
朝裁閨藩誓天地勤　王之外他志無御座候就テハ同盟ノ列藩ヘモ
ー伺御寛典之御所置被成下候様冒萬死偏二奉歎願候誠恐誠僅謹
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口
　　　九月　　　　　　　　　　　　　　藤原慶i邦在判
　○庄内謝罪妖爲
臣忠篤恐怪頓首奉歎願候抽家督以來世上不穣二屡シ主家徳川茂
ヨリ江都取締被爲委任小藩素ヨリ可行屈之儀二無御座候得共澆
季之場合主家奉職
王土至静二蹟シ候得ハ勤
王之端末｝奉存乍不及審力罷在候庭當正月以來之事件實二恐催
至極奉存候尤勤
王之儀ハ少モ麓略不仕心得晶罷在早速
天機伺トシテ重役申付候庭御不審被爲在候趣ニテ途中ヨリ御差
戻二相成候二付猶仙府へ御下向之御鎮撫総督府へ歎訴候爲メ重
而重役差上候塵是叉御差戻二相成臣ノ嚴謎可奉伺様無御座恐棟
至極罷在候折柄登京ノ蒙
御沙汰先詰之者草津宿迄罷出候塵是又入京御指留ニテ罷瞬實二
進逞相究候仕合二御座候臣乍不肯元ヨリ抗
官軍候意念毛頭無御座候得共条テ指揮不行屈且遠路僻地罷在候
得ハ今春以來ノ事情形勢モ不奉伺家來共於出先奉抗
王師終二今日ノ形勢二立至り候段先非悔俣措身之地モ無御座次
第重曼奉恐縮勤
　　　　　　　　　テ王之外他志無御座就而ハ城中二罷在候儀恐入候二付早速城外へ
謹愼恭順罷家來末々迄嚴重謹愼申付奉仰
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天裁候此上闘國精々勉働奉表勤
王之實敷至願二御座候問未ダ謝罪降伏不仕藩へ先鋒被
仰付被成下候得ハ冥加至極難有奉存候仰願ハ何卒臣微衷御憐恕
被成下當春以來蒙御不審候庭幾重ニモ御典之
御沙汰被成下候様冒萬死不琿忌諺奉歎願候誠恐誠僅頓首々々
　　　九月　　　　　　　　　　　　　　　臣　忠　篤
　　　　　　　　　　（16）會津の庭置
　同年十月日欠鎮將府ヨリ御達シ會津御庭置書寓
　　　　　　　　　　　　　　　婦女子　五百七十五入
　　　　　　　　　　　　　　　奥女中　　　六十四人
　　　　　　　　　　　カタモリ今般容保（註會津藩主松季容保）事　大典ヲ犯シ候へ共其方共二
於テハ御構無之依テ御扶助米二人扶持被下候事
　　　　　　　　　　　　兵卒之外下々　六百四十六人
　　　　　　　　　　　　二至ル者共
　　　　　　　　　　　　　　　從　僕　　　四十二入
　　　　　　　　　　　　　　　鳶ノ者　　　　二十入
其方共御構無之以來心得蓮無之様各産業ヲ可謹者也
　　　　　　　　　　　　　　　士分以下　　　　　　　　　　　　　　　兵隊千六百九入
其方共事實辮へ無之者ト錐トモ　王師二抗候段皇國之大典不可
許依之百日謹愼被申付筒御扶持米二二人扶持被下候事
　　　　　　　　　　士分以上兵隊、役人、軍事治官共
其方共追而何分之　御沙汰有之迄扶持米二人扶持被下候事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　病　　　院
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手負佐我入之儀ハ敵我之論無ク頼ミ依ルベキ庭無キ者ハ不懲二
被　思召候依テ精々令療養李癒之後各其本二可令騰旨　御沙汰
候事
　　　　　　　　（12）清らか忽尼憺生活
　府下東大久保に、西光庵といふ尼寺がある、奮備州公の菩提
、所であつて、先頃逝去せられた東園伯の露も、此所に祀られて
ある、先代の住職は、奮備州家の姫で、頗る謹嚴な方であつた
が、大正四年二月遷化せられてからは、現佳職の蹄音尼が其後
に据えられ、現在では七人の尼さんが、眞の尼僧生活をして居
る、尼さんたちは銘々一室宛を宛がばれて、それを各自の寮と
繕して居る、西光庵には嚴重な掟があつて、絶封に精進を行つ
て居る、尼さん達が檀家の勤行に出た時などは、種々の生臭物
を勧められる二ともあるが、断乎として之を受けす、玉子一つ
すら口にしないと云ふ、大概七つか八つの幼い時に『一生佛に
御奉公する』と云ふ約束で入庵する、そして朝な夕なに佛の道
を敏へられて、十四五に成ると芝の増上寺に遣られ、此庭で叉
激しい修行する、だから丁度性慾の衝動の起る時分には、本式
の修業をして一人前の尼僑に成るのであるから、傍で思ふ程性
慾に苦しめられないと云ふ。ぐ性第三巻第三號323頁1
　　にひあま　　新尼の我れをいやがる影坊師　　柳樽四編二二丁裏
　　　尼に成りや蚊帳の出入も春の鹿　　柳樽拾遺一・二三頁
　　そら　　室錠で居ながら尼の口が過ぎ　　同　　　三二〇頁
